
1．はじめに

歴史的・文化的都市である京都には，京町家をはじ
め，多くの木造建築物が残されている。京都の都心部
は，伝統産業も含めた多彩な商業・業務機能が集積する
とともに伝統文化が蓄積され，昔ながらの街並みが残る
地域であるが，同時に伝統産業の低迷や地域経済の不振
による低未利用地の発生と地価下落を背景に，高層マン
ションの建設も進んできた1）。また，木造建築物には耐
震性や防災性の問題があり，木造建築物は非木造建築物
の商業ビルや戸建住宅に建て替えられる傾向にある。こ

のように京都は現在，新旧の建物が混在する街並みとな
っているが，景観保全の観点から，これらの非木造建築
物と京町家などの伝統的な建物との調和がとれた街並み
であることが求められる。
京都市内に存在する商業施設には，カフェが多く見ら

れ，京町家や商業ビルの一角を利用するなど，その外観
の形態やデザインは多種多様である。カフェは，飲食を
するためだけではなく，休息やコミュニケーションのた
めの空間としても利用されるため，利用者が店舗を決定
する際には，取り扱う商品の情報や店内の雰囲気などが
重要な要因となる。このため，カフェの外観デザインは
「わかりやすい」「入りやすい」「見つけやすい」など，
客の誘引性をもつことが求められている2～5）。しかし，
歴史的・文化的都市では，誘引のみを目的としたデザイ
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ンの店舗が増えると，街並みの秩序が乱れる可能性があ
ると考えられる。とりわけ，街路に面し多くの人々の目
に晒されるファサード及びその構成要素は，景観を形成
する一要素と言えるため6, 7），ファサードのデザインに
考慮する必要がある。
そこで本研究では，利用者に対する誘引性をもち，且

つ景観を保全するファサードデザインを明らかにするこ
とを最終目的とし，京都市内を対象として，外観の特徴
であるファサードの構成要素がカフェの評価に与える影
響を明らかにすることを目的とした主観評価実験を実施
した。なお本報では，カフェファサードの魅力が，①建
物がカフェであるとわかるという明瞭性（わかりやす
さ），②カフェ入りやすいという親和性（入りやすさ），
③カフェでくろいだり，落ち着いたりできるという休息
性（落ち着きやすさ），④観光都市としての地域性（地
域らしさ）の 4項目を総合して評価されると仮定の下，
これらの評価項目に影響を及ぼすファサードの構成要素
について検討を行った結果について報告する。

2．京都におけるカフェの実態調査

2. 1 調査範囲及び調査対象
実験に先立ち，京都市内におけるカフェのファサード

構成要素を明らかにすることを目的とした実態調査を行
った。調査範囲は，観光客が多く訪れる地域である京都
市内を中心に，新旧の建築物が混在する地域を考慮し，
西は千本通から東は白川通，北は北山通から，南は五条
通までの範囲として，カフェファサードの写真撮影を行
った。図 1に調査範囲を示す。調査結果より，144軒の

カフェファサードの撮影画像を入手し，これらを下にフ
ァサード構成要素の分析を行った。

2. 2 実態調査結果
分析の結果より，ファサードの主な構成要素として，

出入口・窓である『開口部』，柱を含めた『壁面』，通り
に対して突出した『通り庇』，の建物の基本要素の他に，
広告媒体である『暖簾』・『看板』，店舗側が設置した
『植栽』，さらに開口部に付帯する京町家の特徴である
『格子』が抽出された。

3．カフェの視覚的効果に関する実験の概要

3. 1 カフェファサード条件の選定及び作成
京都におけるカフェの実態調査で得られた 144軒のカ

フェファサード写真から，実験で用いるカフェ画像の選
定及び作成を行った。抽出されたファサード構成要素の
特徴をもとに，カフェの評価を左右すると考えられる構
成要素の有無や大小に着目して，それぞれファサードの
種類を京都特有の「町家」として 3軒，カフェの定番で
ある「洋風」として 3軒を選定した。また，カフェとし
て初めて有形文化財に登録され，京都に古くからある純
喫茶と呼ばれる店舗，及び外観が植栽で覆われている店
舗の 2軒を，特徴のある外観を持つ「その他」として選
定した。
次に，選定した 8軒のカフェの昼夜のファサード写真

を，幅 4,700 mm，高さ 2,500 mm の範囲で，デジタルカ
メラ（Nikon COOLPIX 4500）を用いてレンズ高さ 1,600

mm に設定し撮影した。さらに撮影画像から，非定常構
成要素である駐輪自転車や期間限定ポスター，通行人な
どを削除して，計 16条件の画像を作成した。図 2に作
成した画像を示す。条件 A から H は昼間，条件 a から
h は夜間の条件画像である。

3. 2 実験方法
評価実験は，被験者の前方にスクリーンを設置した図

3に示す空間内で行った。作成した画像を，被験者の背
後からプロジェクタ（Canon SX 50）を用いてスクリー
ンに投影し，幅 1,700 mm・高さ 1,000 mm のファサード
条件画像を，視距離 1,600 mm で被験者に評価させた。
また評価の際に，被験者の視界から周囲のものを遮るた
めの暗幕を両脇に設置した。
表 1に評価項目及び言語評価尺度を示す。評価項目

は，先述した①建物がカフェであるとわかるという明瞭
性（わかりやすさ），②カフェ入りやすいという親和性図 1 実態調査範囲
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（入りやすさ），③カフェでくろいだり，落ち着いたりで
きるかという休息性（落ち着きやすさ），④その地方都
市としての地域性（地域らしさ）の 4項目，及びこれら
を踏まえた総合評価（カフェの魅力）を，各評価項目ご
とに 6段階の言語評価尺度で評価させた。被験者は，同
志社女子大学人間生活学科に所属する 20代前半の女性
10名であり，1人 3回ずつ評価させた。

4．評価結果及び考察

4. 1 ファサード構成要素と各評価項目との関係
「わかりやすさ」に対する評価結果の平均値を図 4に
示す。図中のファサード条件は，外観の種類（町家・洋
風・その他）ごとに開口面積が小さい順に示されてい

る。町家・洋風では，昼夜ともに開口部が大きいほどや
や高い評価を得た。また，昼間よりも夜間の条件におい
て高い評価を得た。これは，夜間時の照明光により，提

図 2 実験条件画像

図 3 実験空間

表 1 評価項目・評価尺度

評価
項目 評価尺度 評価

項目 評価尺度

わ
か
り
や
す
さ

非常にわかりやすい
わかりやすい
ややわかりやすい
ややわかりにくい
わかりにくい
非常にわかりにくい

地
域
ら
し
さ

非常に京都らしい
京都らしい
やや京都らしい
やや京都らしくない
京都らしくない
全く京都らしくない

入
り
や
す
さ

非常に入りやすい
入りやすい
やや入りやすい
やや入りにくい
入りにくい
非常に入りにくい

好
ま
し
さ

非常に魅力的である
魅力的である
やや魅力的である
やや魅力的でない
魅力的でない
非常に魅力的でない

落
ち
着
き
や
す
さ

非常に落ち着きやすい
落ち着きやすい
やや落ち着きやすい
やや落ち着きにくい
落ち着きにくい
非常に落ち着きにくい
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示した町家画像が住宅ではなく店舗であるとわかりやす
かったのではないかと推察される。しかし，洋風の条件
D・d では，昼間の条件 D よりも，夜間の条件 d の評
価が低いことがわかる。これは，外壁灯が無いことで，
壁面が暗いことから，カフェであるとわかりにくいと評
価されたのだと推察される。その他では，昼夜のいずれ
の条件においても『ややわかりにくい』以下の評価だっ
たが，昼間よりも夜間の方が評価が高いことがわかる。
これは昼間だと開口部が小さく内部が見えにくいが，夜
間では内部や外壁灯からの光によって建物がわかりやす
いと考えられる。
「入りやすさ」に対する評価結果の平均値を図 5に示
す。「わかりやすさ」に対する評価結果と同様に，町家
・洋風では昼夜ともに開口部が大きいほど評価が高く，
昼間より夜間の評価がやや昼間よりも夜間の方が評価が
高く，評価の傾向が「わかりやすさ」と類似しているこ
とがわかる。しかし，「入りやすさ」では，条件 D・d

の昼夜の評価にほとんど差が見られないことがわかる。
これは昼間の条件 D に対する入りやすさの評価がわか
りやすさに比べて低くなることが影響していると考えら
れる。
「落ち着きやすさ」に対する評価結果の平均値を図 6

に示す。町家では開口部が大きいほどやや評価が低くな

る傾向であるが，洋風では開口部が大きいほどやや評価
が高くなる傾向であることがわかる。これは開口部が小
さい町家の条件では，格子の密度が高く，格子によって
外部からの視線が遮られるため，内部に入った際に落ち
着きやすいと感じるのだと推察される。町家・洋風で
は，昼夜の評価の差はさほど見られなかったが，その他
では，昼間より夜間の評価が高いことがわかる。夜間の
カフェ内部及び外壁灯からの光によって，落ち着きやす
いと感じるのだと推察される。
「地域らしさ」に対する評価結果の平均値を図 7に示
す。昼夜ともに町家の評価が他の外観条件の評価よりも
高いことがわかる。また，町家では，開口部が小さいほ
ど高いことがわかる。これは，町家を利用したカフェ

図 4 わかりやすさに対する評価結果

図 6 落ち着きやすさに対する評価結果

図 5 入りやすさに対する評価結果

図 7 地域らしさに対する評価結果

図 8 総合評価に対する評価結果
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が，非木造建築物のカフェよりも地域らしさを感じるの
だと考えられる。
「総合評価」に対する評価結果の平均値を図 8 に示
す。以上の結果より，昼夜ともに町家の条件 B・b の評
価が最も高い結果が得られた。これは，格子によってカ
フェであるとわかりやすく，入りやすいと感じられ，落
ち着きやすいと感じる適度な開口部の大きさであり，且
つ町家を利用したことによって地域らしいと感じること
がカフェ外観の魅力に影響を与えたのだと考えられる。
また，ほとんどのカフェファサード条件が，昼間に比べ
夜間の方が高い評価が得られた。これは夜間時の照明光
が評価に影響を与えたと推察される。以上の結果より，
本実験で設定した 4つの評価項目の総合評価としてカフ
ェファサードの評価が成立する事が示唆された。
各外観条件に基づいてカフェファサードの魅力に関す

る検討を行った結果，ファサード構成要素が各評価項目
に影響を与えることが示唆された。次節において，各フ
ァサード構成要素の面積率がファサードの評価に与える
影響に関して検討を行う。

4. 2 構成要素の面積率と各評価項目との関係
図 9にファサード構成要素の面積率と昼間の各評価項

目における評価との関係を示す。なお，本研究における
ファサード構成要素の面積率とは，画像全体に対する構
成要素の面積の比率とする。
開口部の面積率では，面積率が大きいほど「わかりや

すさ」「入りやすさ」の評価が高いことがわかる。これ
は，開口部が大きいほど内部が見えるためと考えられ
る。また，相関係数が 0.87及び 0.82であることから，
開口部の面積率が「わかりやすさ」「入りやすさ」の評
価に大きく影響していることがわかる。また，「落ち着
きやすさ」「地域らしさ」では，面積率約 40％の条件
A の評価が最も高いことがわかる。しかし，「地域らし
さ」において，開口率約 40％の条件 D 及び E の評価
が低いことがわかる。これは，条件 D 及び E の建物が
非木造建築物であることが影響していると考えられる。
「総合評価」では，面積率約 45％の条件 B が最も評価
が高い結果が得られた。
壁の面積率では，全評価項目に共通して，壁の面積率

が高すぎず低すぎない条件において評価が高い傾向であ
ることがわかる。「わかりやすさ」「入りやすさ」では，

図 9 各構成要素の面積率と評価項目との関係
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開口率 35％の条件 F の評価が最も高いことがわかる。
壁面や格子の面積が大きいことによって開口部の面積率
が低く，内部の様子がわかりにくく，入りにくいと感じ
るためと考えられる。また，壁の面積率が低い条件 G

において評価が低いのは，壁面の代わりに植栽によって
開口部が塞がれるためと考えられる。
庇の面積率では，庇の面積が大きいほど「わかりやす

さ」「入りやすさ」の評価が高く，面積率約 14％の条件
F の評価が最も高いことがわかる。これは，庇があるこ
とによって，店舗であるとわかりやすく，入りやすいと
感じるためと考えられる。一方，ほぼ同じ面積率である
条件 D の評価が低いことがわかる。これは，条件 F の
庇が有彩色であるのに対し，条件 D の庇が無彩色であ
ることが評価に影響したのだと考えられる。「総合評
価」では，庇の面積率約 11％の条件 B の評価が最も評
価が高い結果が得られた。また，相関係数が 0.60であ
ることから，庇の面積率が「総合評価」に影響を与える
ことが明らかとなった。
広告物の面積率では，「わかりやすさ」「入りやすさ」

において，広告部の面積率は低いが，条件 C 及び F の
評価が高いことがわかる。これは，条件 C 及び F の開
口率が大きいことが影響しているためと考えられ，広告
物による影響とは言い難い結果が得られた。しかし，条
件 C 及び F 以外の条件を比較すると，広告物の面積率
が高いほど評価が高いことがわかる。これは，広告物に
より得られる店舗の情報が，評価に影響を与えているの
だと考えられる。
植栽の面積率では，各評価項目ともに植栽の面積が大

きいほど，評価が低いことがわかる。しかし本実験で
は，植栽の面積理率に関して偏った条件しか設定してい
ないことから，今後植栽の面積率の検討を行う必要があ
ると考える。

6．まとめ

本研究では，利用者に対する誘引性をもち，且つ景観
を保全するファサードデザインを明らかにすることを目
的として，京都市内を対象に，外観の特徴であるファサ
ードの構成要素がカフェの評価に与える影響を明らかに

することを目的とした主観評価実験を実施した。その結
果，町家及び洋風の条件では，開口部が大きいほど「わ
かりやすさ」「入りやすさ」の評価は高いことが示され
た。また，「地域らしさ」では，町家の条件の評価が高
い結果となった。また，本実験で設定した「わかりやす
さ」「入りやすさ」「落ち着きやすさ」「地域らしさ」の
4つの評価項目の総合評価として，カフェファサードの
評価が成立することが示唆された。さらにカフェファサ
ードの各構成要素の面積率がファサード評価に影響を与
えることが示された。これらの結果を下に，今後街並み
との調和がとれた誘引性を持つカフェファサードデザイ
ンの設計手法の確立を目指したいと考える。
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